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＜ 円安カンパ等のご寄付、書き損じはがき・未使用切手等お届けなど、各種ご協力をありがとうございました！ ＞ 

社員会員、定期支援賛助会員の皆様には、定期定額支援に加えて、上記の各種ご寄附をありがとうございました。 

ここでは随時ご協力の賛助会員、及び、市民の皆様のご協力について、お名前を記載させていただきます。               

 高橋明子 澤野井道子 大橋路代    （敬称略）                                               （’23.4.23 ～’23.7.22）

（                                               （’23.1.24～4.22） ～’22.10.22） 

      

                                                                                             
4/29 法人市民税減免申請  5/9 年度第1回理事会  5/10,6/8,7/11 現地送金(CMIP,PIHS,SCMSI,ILS) 5/15  社員総会議案送付 

5/16 法人解散に関する法務局への問い合わせ 5/21 ホームページ更新(高山)  5/25 寄付物品13点リサイクル店に預け入れ  

5/30 総会準備（高山・武井・山崎） 6/6 社員総会 6/14 労災保険申し込み(武井)  7/15-25 114号編集発行（武井・佐々木・山崎）    

  

 

  

＜ 月例会のお知らせ ＞ 

日時：毎月第２火曜日（8/8、9/12、10/10）10:00 -11:30  (事務局都合で変更もあります。念のため事前にご確認ください) 

場所：事務局。これまで同様オンライン（Zoom）併用の予定です。オンライン参加をご希望の会員がいらっしゃる場合は、例

会の１週間前までに事務局までメールアドレスをお知らせください。 

コロナ禍で、2020年からの3年間、対面形式のイベント開催、出展の機会がありませんでしたが、今秋には、10

月の鎌倉バザーのほか、新たに、横浜市内の「ほどがや国際交流ラウンジ」から、11月19日の「ほどがや国際フ

ェスタ」参加のお誘いをいただきました。活動収束を予定している中、イベントを通じて会員増加を図る必要はな

くなりましたが、私たち日本の市民とミンダナオ先住民族との40年を超える交流など、国際理解につながる活動

はできる範囲で続けられたらと思っています。当事務局には、ティナラク製品のほか、民族衣装(左写真)も各種

在庫があります。この秋には皆様のご協力をいただいて、今一度イベントへの参加ができればと思います。 

＜  会  員  情  報 ＞ 

<退会> 社員 2賛助４（長期に渡るご協力ありがとうございました)  <会員総数>  社員 30 賛助 139 (うち定期支援 107）  

 募 集 ＞ 

医療や自立事業支援会費：               月額 1,000 円 （年 12,000 円） 

教育全体支援会費（又は小学生奨学金・給食支援）： 月額 500 円 （年  6,000 円） 

ハイスクール生徒奨学金支援会費：         月額 1,500 円 （年 18,000 円） 

カレッジ学生奨学金支援会費（新規支援について）：  月額 4,000 円 （年 48,000 円） 

チボリ子ども支援（SCMSI 奨学生、ILS 校運営支援）：  月額 2,000 円  (年 24,000 円)               

(上記支援会費に加え運営費充当の月500円を負担いただく社員会員も募集しています) 

＜編集後記＞ 

NPO法人としての全4ページの会報

発行。予定では本7月号を含めて3回

を残すのみとなり、現地パートナー５

団体からの現況報告を待っておりま

したが、学校法人SCMSIと住民組合

TBAについては期日に間に合いま

せんでした。次号では是非お伝えし

たいと思っています。     (山崎)                  

               

           

          

＜ 第 23回社員総会のご報告 ＞ 

  

＜ 医療専門家育成ほか教育支援寄付のお願い ＞ 

会員の皆様、これまで長い間、団体運営及び各種支援事業について、社員会費や

定額寄付の形でご協力ありがとうございました。上段で報告のように、「2023年度末で

法人としての活動は中止」の方向で、年度末開催予定の臨時社員総会で法人解散の

審議を予定しています。したがって、新規の会員募集は停止させていただきます。 

現会員の皆様には、引きつづき年度末までのご支援とともに、臨床検査技師コース

４年生となるサンギル民族の奨学生ザイラ（P2関連記事）について、随時ご寄付の形

でご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

諸事情ご了解いただきまして、今しばらく会費納入やご寄付をよろしくお願いいたしま

 

＜ 事 務 局 日 誌 よ り ＞ 

 

 ＜事務局日誌より＞ 

 ＜事務局日誌より＞ 

＜ ハンディクラフト紹介・販売の活動 ＞ 

 

  （’23.7.22現在） 

 

社員総会に対面参加の5名（左

から、高山・香月・山崎・五十

嵐・武井）。背景は各種イベント

でHANDSブースを彩った垂れ幕

（故今泉誠子さん制作）。 

コロナ収束、対面イベント再

開が期待される今秋。今一度こ

の横断幕を掲げてブース出展、

ハンディクラフト販売ができた

らと思います。 

前号本ページでご案内の通常社員総会。社員会員30名中24名(うち対面参加5、オンラ

イン1、書面評決18)の出席をいただき、司会の武井理事の指名により、議長に高山理事

が就任、理事長(山崎)の挨拶に続いて、前年度の事業及び決算報告（専従兼務・山崎）、

五十嵐及び香月監事による監査報告が行われ、前年度の活動の承認をいただきました。 

続く本令和5年度の事業計画、活動予算に関しては、理事長の方から「予備費の使途

に関して、6年前のマラウｲ難民を受け入れた地区ムジャの収入向上事業(PIHSナプサ代

表からの支援要請案件)に充当したい」という提案があり承認されました。 

本年度末(R6年3月末)の解散の是非を審議する臨時総会を3月に開催するという第5議

案に関しても、賛成多数で承認いただきました。社員会員の皆様、ご協力ありがとうご

ざいました。 

＊お詫び：会員の皆様には113号同封のご挨拶で、6月通常総会の場でNPO法人の解散審

議をするとお伝えしましたが、解散決議をした場合、「2週間以内に解散」の規定がある

ことが判明しました。したがって解散の議決は改めて3月下旬に開催の臨時総会で行う

予定です。 

  

     (事務局・山崎) 

 

 


